
 

 

 

 

 

 

      令和7年の年頭に当たって       

 明けましておめでとうございます。 

 令和7年の年頭にあたり、私たち教職員一同は、これ

までと同様に、学園生の成長と学び、並びに安心と安全

を優先し、教育の質の向上に全力を尽くしてまいりま

す。 

 昨年は、南棟が完成し４月から新たな教育環境で学習

を進めることができました。一方、西棟駐車場工事で

は、保護者の皆様はじめ近隣の皆様に様々な御理解と御

協力をいただきました。改めて、感謝申し上げます。 

 また、12/24（火）には、創始90周年並びに新校

舎落成記念式典を挙行することができ、一つの節目を迎

えることができました。式典を挙行するにあたっては、

PTAをはじめ保護者の皆様にも、多くの御協力をいた

だきました。御礼申し上げます。 

 さて、令和７年ですが、引き続き「授業を大切にす

る」ことを学校の重点取組としてまいります。このこと

は、地域の小・中学校や近隣の都立学校でも、その学校

のミッションに応じてこれまでも行われてきたことであ

り、目新しいことではありません。しかし、学校の本来

の使命であるとともに、日々の授業の積み重ねが学校外

での学習の基礎になります。  

        記念式典の実施         

 昨年末の12/24

（火）に光明学園創

始90周年並びに新

校舎落成記念式典を

挙行いたしました。 

 式典当日は、多くの御来賓の御臨席をいただきまし

た。学園生は、校長式辞の際に昭和の時代の写真を見た

り、両部門の生徒会長の言葉では、校舎内外の動画や学

園生全員で作成した懸垂幕の制作風景の写真を見たりし

ていました。緊張した中にも、温かい雰囲気の式典にな

りました。 

 

 

 

 

 

 

式典終了後は、なんと体育館外の廊下に“光ちゃ

ん、明ちゃん”が、日本全国に光明学園をPRする旅か

ら学校に帰ってきま

した。 

（校長 島添 聡） 

 

 

 

 

 「令和６年度 光美展」受賞者を表彰しました    

今年度も、本校恒例の「光美展」が行われました。

「光明祭 作品展示会」や「そよ風分教室 作品展示

会」に出品された、学園生の作品の中から、まずは第１

次審査で、図工・美術を担当する専門家によって「アー

スブルー賞」が選ばれます。その中から更に、校長・副

校長・PTA会長・副会長の投票によって、銀賞５点・

金賞１点を選んでいきます。 

 これは、作品の優劣をつけるためではなく、在校中に

誰でも一度は、その作品に脚光があたるようにという願

いを込めて毎年行われている学園の伝統です。 

 ここで選ばれた作品は、校内展示会だけでなく、「総

合文化祭」や「肢体不自由児者の美術展」などの校外作

品展にも出品されていくという流れを作っています。 

「３学期始業式」やその後の学年活動の中で、校長

先生や副校長先生から、表彰状が手渡されました。今後

は、「光美展作品集」もお配りする予定です。 

光輝く作品を生み出した学園生たちに、どうぞ励ま

しの言葉をお願いいたします。 

（主幹教諭 小澤 奈緒美） 
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